「九州観光機構」に一新、新戦略発表

リピーター拡大に注力、ネットTV局開設

　九州観光推進機構は6月15日に2022年度定時総会に開催した。総会では組織名称を「九州観光機構」に一新するとともに、リピーターを中心とした交流人口の拡大や九州を旅行したくなる魅力ある観光地づくりを実現するための新たなビジョンとミッションを策定した。
このビジョンとミッションのもとで割引クーポンキャンペーンを実施するほか、インターネットテレビ局を開局し観光情報発信基地として活用する取り組みを展開していく。そうした活動を通じて、新型コロナウイルスで打撃を受けた九州観光の復活へ向けた動きを加速させていく考えだ。
新生「九州観光機構」は「観光を九州の基幹産業とし、観光産業の振興と九州経済の発展に寄与する」「地域との共生を図りながら、リピーターを中心とした交流人口を増やす」の2点をビジョンとして掲げた上で、「九州における『魅力ある観光地づくり』『九州への誘客推進』『旅行したくなる環境づくり』に貢献する」ことを機構のミッションとして位置付けた。
このビジョンとミッションをもとに、22年度はインターネットテレビ局による情報発信、「九州・たびたびの旅キャンペーン」の実施、学生対抗九州観光ビジネスプランコンテストの開催などを展開していくとした。
　「チャンネル九州塾」7月4日に開局

　カラちゃんの観光経済講座や旬の話題提供

インターネットテレビ局は「チャンネル九州塾」という名称で展開。7月4日からYouTubeにで動画配信を開始する。機構オフィス内にスタジオを新設し、ゲストとの対談や九州各地を訪問し旬の地域情報を発信する場としていく。
番組ラインアップとしては同機構の唐池恒二会長がチャンネル九州塾の塾長「カラちゃん」として「わくわくするような観光と経済の話」をテーマにゲストを招いた対談などを展開する「カラちゃんのわくわくする観光経済」講座や新聞記者と今話題のニュースを深掘りする「記者と新聞深読み」講座。
その他、九州各県の食を「九州の味力（みりょく）」として現地調査をする「美味しいを求めて」や気になる話題の現場や九州の魅力を発信している人物に突撃取材する「この人に聞きました」など合計7つの番組を用意した。
　「九州・たびたびの旅キャンペーン」展開

　1泊ごとにポイント、3泊すると5000円クーポン進呈

また、九州へのリピーター拡大策の一環として9月中旬から2023年3月末までの予定で「九州・たびたびの旅キャンペーン」を実施する。この企画は九州内の宿泊施設に1人1泊するたびに1ポイントを進呈する。そして3ポイント貯めるよ5000円のクーポンがもらえるというものとする。詳細については8月ごろに改めて発表するとしている。
このほか、10月には「学生対抗九州観光ビジネスプランコンテスト」を開催。九州内の大学、短大、専門学校など約20校から「九州各地域へのリピーター拡大に向けたビジネスプラン」を募集し、優れた企画を選考し、表彰する。
